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去
る
９
月
３
日
(火
)に
第
54
回
東

北
・
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
会
議
が
、

福
島
県
福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
で
開
催
さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
か

ら
其
田
会
頭
、
平
尾
副
会
頭
、
山
田
副

会
頭
、
那
須
専
務
理
事
の
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
会
議
は
、
昭
和
41
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
今
年
は
54
回
に
あ
た
り
ま

す
が
、
東
北
と
北
海
道
の
経
済
交
流
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
相
互
に

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
東
北

か
ら
41
商
工
会
議
所
1
連
合
会
の
１
３

１
名
、
北
海
道
か
ら
28
商
工
会
議
所
１

連
合
会
の
１
０
５
名
、
日
本
商
工
会
議

所
１
名
、
来
賓
２
名
の
総
勢
２
３
９
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
の
挨
拶
で
、

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
の

鎌
田
宏
氏
は
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
８

年
半
が
経
過
し
、
復
興
も
道
半
ば
で
す

が
、
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
北
海
道
新
幹
線
の
函

館
開
通
に
よ
り
ま
し
て
東
北
と
し
ま
し
て

も
地
域
間
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発
化
す

る
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら
は
、
地
方
創
生
の

連
携
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

会
頭
の
岩
田
圭
剛
氏
は
、「
北
海
道
新

幹
線
函
館
開
通
が
な
さ
れ
て
か
ら
３
割

増
と
な
り
、
駅
の
位
置
も
決
ま
り
２
０

３
０
年
の
札
幌
延
伸
が
待
ち
遠
し
い
。

東
北
と
北
海
道
が
新
幹
線
に
よ
り
新
た

な
経
済
の
連
携
協
力
を
し
て
地
方
創
生

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

祝
辞
と
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
常

務
理
事
の
久
貝
卓
氏
、
東
北
経
済
産
業

局
部
長
の
蘆
田
和
也
氏
、
福
島
県
副
知

事
の
井
出
孝
利
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
発
表
と
し
て
テ
ー
マ

「
地
域
特
性
や
広
域
連
携
を
生
か
し
た

地
方
創
生
への
挑
戦
」
を
掲
げ
、
古
川
商

工
会
議
所
会
頭
の
村
田
秀
彦
氏
か
ら
は

「
中
心
市
街
地
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
」、
遠
軽
商
工

会
議
所
会
頭
の
渡
邊
博
行
氏
か
ら
は

「
遠
軽
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
」、
天
童
商
工
会
議
所
会
頭
の
加
藤
昌

宏
氏
か
ら
は
「
コ
マ
ノ
ミ
ク
ス
～
駒
の
生

産
日
本
一
の
天
童
を
将
棋
の
聖
地
に
す

る
」、
苫
小
牧
商
工
会
議
所
会
頭
の
宮
本

知
治
氏
か
ら
は「
北
海
道
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
４
名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発
表

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
発
表
の
４
名
に
対
し
て

日
本
商
工
会
議
所
常
務
理
事
の
久
貝

卓
氏
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
懸
命
に
前
向
き
で

新
し
い
発
想
で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
の
濃
い
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
商
工
会
議
所
の
役
割

と
し
て
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
て
い
る
こ

と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。」
と
結
び
の
所

見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
開
催
地
は
、
函
館
市
で
開
催
す

る
こ
と
に
決
定
さ
れ
、
函
館
商
工
会
議

所
会
頭
の
久
保
俊
幸
氏
か
ら
「
来
年
の

連
絡
会
議
は
、
55
回
目
と
な
り
ま
す
。

万
全
を
期
し
て
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。」
と
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
じ
て
参
加
し
た
感
想
は
、
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
中
、
人
口

減
少
、
高
齢
化
、
人
手
不
足
な
ど
多
く

の
問
題
の
取
り
組
み
、
北
海
道
新
幹
線

札
幌
延
伸
に
よ
る
本
道
と
東
北
地
域
が

一
つ
の
経
済
圏
と
な
る
販
路
の
拡
大
や

復
興
支
援
な
ど
多
く
の
連
携
協
力
を
し

て
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
、
商
工
会
議
所
の
果
た
す
べ
き

役
割
の
大
き
さ
が
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
８
年
半
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
後
の

復
興
に
向
け
た
現
状
と
取
り
組
み
、
福

島
第
一
原
発
の
廃
炉
の
作
業
状
況
に
つ

い
て
、
不
安
と
疑
問
を
少
し
で
も
分
か

り
や
す
く
理
解
を
し
、
そ
の
実
態
の
状

況
を
語
り
伝
え
れ
ば
と
思
い
、
視
察
に

参
加
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
採
択
さ
れ
た
国
へ
の
要
望
事

項
の
宣
言
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

宣

言

北
海
道
・
東
北
両
地
域
で
は
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
っ

て
、
地
域
経
済
の
縮
小
な
ど
、
様
々
な

分
野
で
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
上
で
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。

一
方
、
地
域
企
業
で
あ
って
も
、
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
、
５
Ｇ
な
ど

の
先
進
技
術
を
取
り
入
れ
た
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）への
対
応
、
際
限
な
い

企
業
活
動
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
視
点
で
の
経
営
が
強
く
求

め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
気
候
変
動
に
伴
い

水
産
資
源
や
耕
作
物
に
変
化
が
見
ら
れ

る
ほ
か
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る

局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
大
地
震
な
ど
の
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第54回

東
北
･北
海
道
商
工
会
議
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１
日
▼
第
４
回
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
創
る
夢
あ

る
北
海
道
会
議

交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

３
日
▼
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
Ｐ
Ｒ

準
備
会

会
議
所

７
日
▼
ラ
ブ
・
リ
バ
ー
砂
川
夏
ま
つ

り
設
営
・
イ
ベ
ン
ト
協
力

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

８
日
▼
ラ
ブ
・
リ
バ
ー
砂
川
夏
ま
つ

り
撤
去
作
業
協
力

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

21
日
▼
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
第
２

回
Ｐ
Ｒ
準
備
会

会
議
所

28
日
～
30
日
▼
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
28
回

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
根
室

大
会

根
室
市

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
28
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

根
室
大
会

自
然
災
害
への
備
え
も
、
企
業
や
地
域
に

と
って
喫
緊
の
課
題
と
な
って
い
る
。

こ
う
し
た
中
、我
々
商
工
会
議
所
は
、

自
ら
先
頭
に
立
ち
な
が
ら
、
地
域
に
お

い
て
厚
み
と
広
が
り
の
あ
る
産
業
構
造

の
構
築
を
図
る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え

た
地
域
づ
く
り
に
果
敢
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、地
域
間
連
携
の
推
進
に
よ
り
、

地
方
創
生
を
力
強
く
先
導
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
以
上

が
経
過
し
、
復
興
の
総
仕
上
げ
の
時
期
を

迎
え
な
が
ら
も
、
一
部
で
は
社
会
基
盤
の

復
旧
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
震
災
の
風

化
や
風
評
に
よ
る
販
路
の
問
題
な
ど
、い
ま

だ
解
決
し
な
い
多
く
の
課
題
が
残
り
、
今

後
は
震
災
復
興
の
さ
ら
な
る
加
速
と
、
復

興
の
先
を
見
据
え
な
が
ら
被
災
地
が
自
立

的
に
歩
ん
で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
こ
そ
、
北
海
道
・
東
北
87
商
工
会

議
所
は
、
強
い
結
束
の
下
、
両
地
域
の
持

続
的
成
長
と
東
北
の
本
格
復
興
に
向
け

て
、
下
記
に
つ
い
て
全
力
で
取
り
組
む
。

記

【
経
済
好
循
環
の
原
動
力
で
あ
る
中
小

企
業
の
活
力
強
化
】

一
．
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
切
れ
目

の
な
い
経
済
対
策
の
実
施

一
．
地
域
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
・

創
業
・
経
営
革
新
、
円
滑
な
事
業
承

継
に
向
け
た
伴
走
型
支
援
の
強
化

一
．
両
地
域
で
つ
く
ら
れ
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
国
内
外
向
け
販
路
拡

大
・
開
拓
支
援
の
強
化

一
．
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
や

健
康
経
営
の
推
進
に
対
す
る
支
援
、

先
進
技
術
を
用
い
た
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
強
化

【
地
方
創
生
推
進
に
向
け
た
活
動
基
盤

の
強
化
】

一
．
両
地
域
の
地
域
資
源
・
特
性
を
生

か
し
た
観
光
産
業
の
振
興
・
成
長
産

業
の
育
成
業
の
振
興

一
．
イ
ン
・
ア
ウ
ト
双
方
向
の
交
流
人

口
拡
大
及
び
両
地
域
の
連
携
に
よ
る

立
体
観
光
の
推
進

一
．
両
地
域
の
発
展
・
災
害
に
強
い
国

土
強
靭
化
に
資
す
る
高
規
格
幹
線
道

路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
資
本
整
備

の
推
進
、
行
政
と
連
携
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

計
画
策
定
の
推
進

一
．
北
海
道
新
幹
線
「
新
函
館
北
斗
・

札
幌
」
間
の
早
期
建
設
促
進

一
．
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
用
し
た
連
携
に

よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の
推
進

【
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本
格
復
興
と
福

島
再
生
に
向
け
た
継
続
的
な
支
援
】

一
．
２
０
２
０
年
以
降
の
確
実
な
復
興
予

算
確
保
と
特
例
的
な
財
政
支
援
の
継
続

一
．
風
評
被
害
払
拭
・
風
化
防
止
に
向

け
た
情
報
発
信
と
日
本
産
食
品
等
の

輸
入
規
制
撤
廃

一
．
原
子
力
災
害
の
速
や
か
な
収
束
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
被
災
地
域
の

早
期
再
生
の
実
現

２
０
１
９
年
９
月
３
日

第
54
回
東
北
・
北
海
道
商
工
会
議
所

連
絡
会
議

お問い合わせ・お申し込みは … 砂川商工会議所又は下記まで
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の
う
ご
き
９
月

が ん 検 診 の ご 案 内
砂川市は30歳から乳がん検診が受けられます。２人に１人ががんになる時代ですので、年に１度は
がん検診を受けましょう！
また、検診費用の約４割は砂川市が補助していますので、低料金でがん検診が受けられます。

「子宮がん・大腸がん検診」

▲と き 10月19日（土）

▲受付時間 ①午前９時00分～９時15分
②午前10時00分～10時15分
③午後12時30分～13時00分
希望の受付時間を選んでください。

▲と こ ろ ふれあいセンター

▲対 象 子宮がん 20歳以上
(砂川市の独自施策にて１年に１回の受診が可能です)
大腸がん 40歳以上
※大腸がん検診は、乳がんまたは子宮が
ん検診を受ける方が対象です。

▲料 金 ・大腸がん（便潜血検査） 1,000円
・子宮がん（頸部細胞診） 2,000円

◎申込期限 10月11日（金）

◎詳細・申込 ふれあいセンター 52-2000へ

「胃・肺・大腸がん検診」

▲と き 11月10日（日） 午前６時～９時
(大腸がんのみ受診の方は９時～９時30分)

▲と こ ろ ふれあいセンター
▲対 象 40歳以上の市民

（ピロリ菌検査は20歳から可能）
▲料 金 ・胃がん（バリウム検査） 2,000円

・肺がん（レントゲン検査） 600円
・かくたん検査
（喫煙本数の多い方､たんがよく出る方)

1,100円※当日受付
・大腸がん（便潜血検査） 1,000円
・ピロリ菌検査（検便検査） 3,300円
※ピロリ菌検査は、40歳以上は胃がん検
診を受ける方が対象、20歳～39歳はピ
ロリ菌検査のみ受診可能。

◎申込期限 10月25日（金）
◎詳細・申込 ふれあいセンター 52-2000へ

※どちらの検診も国民健康保険、後期高齢者医療保険加入者は料金が半額助成されます（ピロリ菌検
査は除く）ので、当日保険証をお持ち下さい。
※砂川市民は、乳がん・子宮がん・大腸がん検診を砂川市立病院で受ける際の料金の助成を行ってい
ます。詳細はふれあいセンターへお問い合わせ下さい。



（３） 令和元年10月７日発行な な か ま ど222
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砂
川
市
民
ま
つ
り
が
盛
大
に
終
了
！

去
る
、
９
月
15
日
（
日
）
新
奈
井

江
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、

22
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
第
38

回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

競
技
方
法
は
18
Ｈ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
イ
と
し
、ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式（
上

限
な
し
）
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

算
出
し
、
順
位
は
同
ネ
ッ
ト
の
場
合

年
齢
順
と
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
プ

レ
ー
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
て
お
り

ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
６
時
30
分
か
ら
は

ご
っ
こ
や
に
て
表
彰
式
・
懇
親
会
が
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■ 健診内容・料金
生活保護受給者の方も健診が受けられますのでお問い合わせ下さい

22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
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第
38
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
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◇
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内
◇

小
規
模
企
業
共
済
と
は
？

小
規
模
企
業
共
済
制
度

は
、
小
規
模
企
業
の
個
人
事

業
主（
共
同
経
営
者
を
含
む
）

ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の
方

が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
、

退
職
さ
れ
た
り
し
た
場
合

に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の

再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く

共
済
制
度
で
す
。
い
わ
ば

「
経
営
者
の
退
職
金
制
度
」

と
い
え
ま
す
。

制
度
の
特
色

①
安
心
・
確
実
な
国
（
独
立

行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
）
の
共
済
制
度

②
税
制
面
で
大
き
な

メ
リ
ッ
ト

◎
掛

金
・
・
・
全
額
が

「
小
規
模
企
業
共
済
等
掛

金
控
除
」
と
し
て
、
課
税

対
象
所
得
か
ら
控
除
で
き

ま
す
。（
１
年
以
内
の
前

納
掛
金
も
同
様
で
す
）

◎
共
済
金
・
・
・
退
職
所

得
扱
い
（
一
括
受
取
り
）

ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑

所
得
扱
い（
分
割
受
取
り
）

③
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ

せ
た
共
済
金
の
受
取
方
法

が
選
べ
ま
す

④
事
業
資
金
等
の
貸
付
制

度
も
充
実

加
入
で
き
る
人
は
？

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

20
人
以
下
（
宿
泊
業
・
娯

楽
業
を
除
く
サ
ー
ビ
ス

業
、商
業
で
は
５
人
以
下
）

の
個
人
事
業
主
、
共
同
経

営
者
（
個
人
事
業
主
１
人

に
つ
き
２
人
ま
で
）
及
び

会
社
の
役
員
が
加
入
で
き

ま
す
。

毎
月
の
掛
金
は
？

掛
金
月
額
は
１
，
０
０
０
円

～
７
０
，
０
０
０
円
の
範

囲
内
（
５
０
０
円
単
位
）

で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
相
談
業
務

課
（
℡
：
52
­
４
２
９
４
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

掛金納付年数 ５年 １０年 １５年 ２０年 ３０年 共 済 事 由 等掛金合計額 600,000 1,200,000 1,800,000 2,400,000 3,600,000

共済金Ａ 621,400 1,290,600 2,011,000 2,786,400 4,348,000
◎個人事業の廃止・死亡
（配偶者又は子への事業譲渡含む）
◎個人事業主の廃業に伴う共同経営者の退任
◎共同経営者の疾病または負傷による退任
◎会社等の解散 など

共済金Ｂ 614,600 1,260,800 1,940,400 2,658,800 4,211,800
◎老齢給付
（６５歳以上で１８０か月以上掛金を納付した方）
◎会社等役員の疾病・負傷・６５歳以上による退任

など

準共済金 600,000 1,200,000 1,800,000 2,419,500 3,832,740
◎法人成りし、その会社の役員に就任しなかった
◎法人成りし、その会社の役員に就任した
（役員たる小規模企業者となったときを除く）
◎会社等の役員の退任
（疾病・負傷・６５歳以上・死亡・解散を除く） など

解約手当金
■掛金納付月数に応じて、掛金合計額の80％～120％相当額が受け取れます。
掛金納付月数が240ヵ月（20年）未満での受取額は、掛金合計額を下回りま
す。

◎任意解約
◎掛金を12ヵ月分以上滞納したとき
◎法人成りし、その会社の役員たる小規模企業者となっ
た など

共済金等の受け取りについて 掛金 毎月 10,000円の場合 （単位：円）

 

（敬省略）
優 勝 藤 田 幸 久（㈲藤田商店）

グロス 75 ハンディキャップ 4.8 ネット70.2
準 優 勝 押 尾 良 一（(医)押尾歯科医院）

グロス 90 ハンディキャップ 19.2 ネット70.8
３ 位 村 中 雄 司（㈲村中商事）

グロス 82 ハンディキャップ 9.6 ネット72.4
４ 位 元 茂 勧（東洋商事㈱）（年齢上位）

グロス 90 ハンディキャップ 16.8 ネット73.2
５ 位 中 村 和 弘（㈲中村時計眼鏡店）

グロス114 ハンディキャップ 40.8 ネット73.2
ベストグロス 藤 田 幸 久（㈲藤田商店）75

行
わ
れ
、
成
績
の
上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
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11月２日（土）に、北観協砂川支部主催の第20回北
観協砂川支部社交フェスティバルが開催されます。
今年は北広島市で活動している「D.A.B Allstars
(DAB オールスターズ)」によるスイングバンド13人
編成の演奏があり、ダンスのできるスペースもありま
す。その他飲食コーナーや景品が当たる抽選会など
を企画しておりますのでお誘いあわせの上、是非会場
にお越し下さい。

日 時 令和元年11月２日（土）18：30～
場 所 砂川パークホテル（砂川市東2条北3丁目）
チケット代 前売 ３,５００円 当日 ４,０００円
販売場所 砂川商工会議所・砂川観光協会・

北観協砂川支部加盟店
主 催 北観協砂川支部（℡：52－４２９４）

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
32
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

滝
川
大
会

９
月
20
日
（
金
）
～
21
日
（
土
）

滝
川
市
で
道
内
・
道
外
か
ら
約
６
２

０
名
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
盛
大

に
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
青
年
部
か
ら
は
田
村
会
長
他

16
名
で
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
稲
葉
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

理
事（
滝
川
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）、田
中
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
長
、
三
村
日
商
会
頭
（
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
に
よ
る
主
催
者
挨

拶
の
後
、
主
管
地
滝
川
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長

挨
拶
、
滝
川
商
工
会
議
所
会
頭
挨
拶

と
続
き
、
北
海
道
経
済
産
業
局
長
、

北
海
道
知
事
、
滝
川
市
長
の
来
賓
挨

拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
稲
葉

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事
よ
り
、
次
年
度

の
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事
予
定
者
に
住

吉
赳
夫
君（
石
狩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）、北
海
道

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
予
定
者
に
中
嶋

隆
君

（
滝
川
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
次
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
開
催
地
主
管
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
発
表
が
あ

り
、
石
狩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
大
会
旗
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
第
37
回
全
国
会
長
研
修
会

（
長
野
県
）、
第
39
回
全
国
大
会
（
静

岡
県
）
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

15
日
▼
す
な
が
わ
公
園
祭

婚
活
事

業
（
16
日
ま
で
）

北
光
公
園

20
日
▼
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
32
回
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
滝
川
大
会

（
21
日
ま
で
）

滝
川
市

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
う
ご
き
９
月
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第20回北観協砂川支部社交フェスティバル
11月２日（土）に、北観協砂川支部主催の第20回北観協砂川支部社交フェ

スティバルが開催されます。
今年は北広島市で活動している「D.A.B Allstars(DAB オールスターズ)」
によるスイングバンド13人編成の演奏があり、ダンスのできるスペースも
あります。その他飲食コーナーや景品が当たる抽選会などを企画しており
ますのでお誘いあわせの上、是非会場にお越し下さい。
日 時 令和元年11月２日（土）18：30～
場 所 砂川パークホテル（砂川市東２条北３丁目）
チケット代 前売 ３,５００円 当日 ４,０００円
販 売 場 所 砂川商工会議所・砂川観光協会・北観協砂川支部加盟店
主 催 北観協砂川支部（℡：52－４２９４）

第20回北観協砂川支部社交フェスティバル



（４）令和元年10月７日発行 な な か ま ど

10月12日（土）～13日（日）
第52回砂川市民文化祭（芸能・文芸展示）

地域交流センターゆう
18日（金）

砂川観光協会市民交流パーティー 砂川パークホテル
19日（土）

ジャリン子ハロウィーン 地域交流センターゆう
11月２日（土）
第20回北観協砂川支部社交フェスティバル

砂川パークホテル

※場合により、開催日等の変更がありますのでご了承ください。

砂川イベント情報 ▽
㈲
ア
イ
ア
ー
ク
ス

（
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
砂
川
南
店
）

代
表
取
締
役

石
田

恵
子

砂
川
市
西
１
条
南
11
丁
目
１
㿌
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
５
㿌
55
㿌
２
５
１
５

業
種

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

<
会
議
所
所
属
部
会
>

商
業
部
会

▽
㈲
角
ヤ
西
川
商
店

(セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
砂
川
空
知
太
店
）

代
表
取
締
役

老
田

正

砂
川
市
空
知
太
東
２
条
２
丁
目
４
㿌
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
５
㿌
53
㿌
３
５
５
５

業
種

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

<
会
議
所
所
属
部
会
>

商
業
部
会

☆
ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
月
26
日
（
金
）
に
開
催
予
定
で

し
た
「
第
24
回
砂
川
夜
の
酔
人
ロ
ー

ド
・
は
し
ご
酒
大
会
」
は
、
6
月
6

日
に
発
生
し
た
飲
酒
事
故
で
死
傷
者

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
社
交
飲
食
協
会
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
撲
滅
の
啓

発
活
動
を
行
い
、
来
年
の
開
催
に
向

け
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
前
売
券
の
払
い
戻
し
に
つ

い
て
は
6
月
26
日
（
金
）
ま
で
は
購

入
し
た
各
店
舗
に
て
、
6
月
29
日

（
月
)～
7
月
31
日
(金
)ま
で
商
工
会

議
所
で
前
売
券
と
引
き
換
え
に
て
対

応
い
た
し
ま
す
。

２
日
▼
砂
川
市
庁
舎
建
設
工
事
安
全

祈
願
祭

計
画
敷
地

３
日
▼
第
54
回
東
北
・
北
海
道
商
工

会
議
所
連
絡
会
議
（
４
日
ま

で
）

福
島
県

６
日
▼
第
６
回
三
役
会

会
議
所

▼
芦
別
商
工
会
議
所
会
頭
坂
田

憲
正
氏
「
旭
日
小
綬
章
」
受

賞
記
念
祝
賀
会

札
幌
市

７
日
▼
砂
川
運
転
手
会
第
24
回
親
睦

パ
ー
テ
ィ
ー

福
祉
セ
ン
タ
ー

10
日
▼
各
部
会
総
会

山
小
屋

12
日
▼
第
３
回
議
員
会
役
員
会

砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

13
日
▼
１
号
議
員
立
候
補
者
受
付
開
始

15
日
▼
第
38
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会

奈
井
江
町

17
日
▼
３
号
議
員
確
定
者
の
告
示

19
日
▼
砂
川
社
会
保
険
委
員
会
令
和

元
年
度
第
２
回
役
員
会滝

川
市

▼
第
３
回
砂
商
連
三
役
会会

議
所

20
日
▼
第
３
回
工
業
委
員
会

会
議
所

24
日
▼
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
経
営
指

導
員
に
係
る
研
修
（
25
日
ま

で
）

札
幌
市

▼
第
６
回
広
報
委
員
会

会
議
所

25
日
▼
２
号
議
員
確
定
者
の
告
示

▼
第
11
回
道
北
商
工
会
議
所
連

合
会
職
員
研
修
会
（
26
日
ま

で
）

稚
内
市

▼
創
業
セ
ミ
ナ
ー

会
議
所

26
日
▼
１
号
議
員
立
候
補
・
候
補
者

推
薦
届
出
締
切
日

▼
第
３
回
常
議
員
会

会
議
所

▼
労
働
保
険
事
務
組
合
担
当
者

研
修
会

滝
川
市

30
日
▼
ク
ー
ル
ビ
ズ
終
了

お
買
い
物
は
地
元
商
店
街
で
！

会
議
所
の
う
ご
き
６
月

委
員
会
の
う
ご
き
８
月
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砂
川
商
工
会
議
所

�
�
�
�
�
�
�
�

新
入
会
員
の
ご
紹
介

は
し
ご
酒
大
会
に
つ
い
て

 

 





























北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

係
る
特
別
相
談
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

当
商
工
会
議
所
で
は
、
平
成
30

年
９
月
６
日
の
地
震
に
よ
り
、
経

営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企

業
者
等
の
経
営
及
び
金
融
の
相
談

に
対
応
す
る
た
め
、
特
別
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

開
設
場
所

砂
川
商
工
会
議
所

相
談
業
務
課

℡

５
２
㿌
４
２
９
４

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」
北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を

含む。）に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されました。
最 低 賃 金 額 時 間 額 ８６１円
効力発生年月日 令 和 元 年 10月３日

○最低賃金には､精皆勤手当､通勤手当､家族手当､臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入されません。
○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反として処罰されることがあります。

厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署（支署）

第
２
回
経
済
政
策
特
別
委
員
会
開
催

第
２
回
総
務
委
員
会
開
催

第
３
回
工
業
委
員
会
開
催

会
議
所
の
う
ご
き
９
月

第
３
回
工
業
委
員
会
開
催

お
買
い
物
は
地
元
商
店
街
で
！

▽
日

時

令
和
元
年
９
月
26
日
（
木
）
12
時

▽
場

所

砂
川
商
工
会
議
所

大
会
議
室

▽
報
告
事
項

（
１
）
主
要
業
務
報
告
９
月
・
10
月

行
事
予
定
に
つ
い
て

（
２
）
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
換
金
状

況
報
告
に
つ
い
て

（
３
）
第
49
回
砂
川
納
涼
花
火
大
会

収
支
決
算
に
つ
い
て

（
４
）
ポ
イ
ン
ト
事
業
協
同
組
合
に

対
す
る
貸
付
に
つ
い
て

（
５
）
消
費
税
対
策
砂
川
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
換
金
事

務
に
つ
い
て

（
６
）
第
30
期
議
員
選
挙
状
況
に
つ

い
て

▽
議

案

（
１
）
第
26
回
会
員
事
業
所
対
抗
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

（
２
）
令
和
元
年
度
砂
川
市
内
勤
続

従
業
員
顕
彰
式
に
つ
い
て

▽
そ
の
他

（
１
）
第
29
期
（
第
3
期
目
）
常
議

員
会
収
支
決
算
見
込
み
に

つ
い
て

常
議
員
会
の
う
ご
き
９
月

道
路
功
労
者
表
彰
受
賞

商
工
会
議
所
会
員

優
待
サ
ー
ビ
ス
事
業

「
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
」
を

ご
利
用
下
さ
い

委
員
会
の
う
ご
き
９
月

第
４
回
経
済
政
策
特
別
委
員
会
開
催

 

 



































































































砂
川
商
工
会
議
所
職
員
発
令

９
月
１
日
付
け
の
発
令
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

相
談
業
務
課
嘱
託

（
事
務
局
次
長
兼
相
談
所
長
）

作
田

清
之

事
務
局
次
長
兼
相
談
所
長

（
相
談
業
務
課
長
）河原

正
一

相
談
業
務
課
長

（
相
談
業
務
課
主
事
）

水
島

和
彦

第
６
回
広
報
委
員
会
開
催

第
３
回
常
議
員
会
開
催

第
１
回
３
号
議
員
選
任
委
員
会
開
催

第
２
回
会
頭
推
薦
委
員
会
開
催

去
る
、
９
月
24
日
（
火
）
12
時
よ

り
当
所
第
１
会
議
室
に
於
い
て
、
第

６
回
広
報
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

▽
議

事

（
１
）
掲
載
記
事
の
検
討
に
つ
い
て

り
当
所
第
１
会
議
室
に
於
い
て
、
第

３
回
工
業
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▽
議

事

（
１
）
令
和
元
年
度
砂
川
市
内
中
小

企
業
勤
続
従
業
員
顕
彰
式
に

つ
い
て

会
議
所
の
う
ご
き
10
月

８
日
▼
第
７
回
三
役
会

会
議
所

10
日
▼
第
26
回
会
員
事
業
所
対
抗

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ボ
ウ
ル

24
日
▼
第
７
回
広
報
委
員
会

会
議
所

去
る
、
９
月
20
日
（
金
）
12
時
よ

新
入
会
員
の

募
集
に
つ
い
て

当
所
で
は
、
よ
り
多
く
の
商
工
業

者
の
総
意
を
商
工
会
議
所
活
動
に
反

映
し
、
組
織
力
強
化
と
財
政
基
盤
の

確
立
を
図
る
た
め
、
新
規
会
員
企
業

の
加
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
要
書

類
な
ど
を
す
ぐ
に
お
届
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
取
引
先
や
お
知
り
合
い
で

ま
だ
当
所
に
未
加
入
の
事
業
所
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
紹
介
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
、
砂
川
商
工
会

議
所

総
務
課
（
℡

52
㿌
４
２

９
４
）ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


